
大学入試問題についてのメモ

　大学入試問題を解くのに，標準的な方法ではなく，何かうまいあるいはズルい方法が考えられる場合がある。

制限時間の下では実用的ではないかも知れないし，数学的に厳密でないこともあるが，様々な方法をあれこれ試して

解いてみるのも，楽しいことではないだろうか。

　　年　関西学院大学　全学部日程　理系

　　１　ベクトル，が，，， を満たすとき，･  ，

　　　　　 である．が実数全体を動くとき，


  をを用いて表すと となるから，

　　　　　の最小値に最も近い整数は である．

　，，という数から思いつくのは，いずれも平方数の和ということである。

　　　    ，    ，    

これから　，，　はよっても格子点を結ぶベクトルではないか









，

，



と推察できる。そこで成分で，　としてみると

　　　，，，

の可能性があるが　　から成分がの倍数とすると

，　に限られ，これから　，，，となる。

すなわち右図のようにとれる。実際，標準的な計算結果では

　　　･   ， 

となるが，これを満たしている。むしろ右図で･，を計算してもよいか？

　　　･ ･   ･，   


  は次の計算が速い。

　　　


  

 ･ 


   



 







　……答

の最小値は，直線と原点の距離として　
･   

  
 





　確認用？

　



の値の見積もりは　




＜



 



＜



　から　＜




＜

近似値を用いれば，求める整数は 

厳密にやるなら　  　から　＜，　



＜



　から　




＜



　など。
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　　年　関西学院大学　全学部日程　文系

　　１　を実数とし，関数 を考える．

　　　　　　のとき，  は で最大値 をとる．

　　　　　　方程式 が異なる個の実数解をもつとき，の取りうる値の範囲は である．

　　　　　　このとき，これら個の実数解の和が



となるようなの値は である．

　次関数のグラフについて，頂点に関すること以外に知っておきたいのは

　　　　  ……　＞　の形　　　　　因数分解形　    　＞　







 


＜










 





で最大
 



  

　　  ， 
     

     

　  は，で軸と交わる。   

　だから  のグラフは原点対称で右図のようになる。

　  のグラフはこれを軸の正方向へだけ平行移動

　したもの。よってのとき，

　  は  で最大値   をとる。

　 　　 

　 が異なる個の実数解をもつ

　　　　　　 ，が交点をもつ

　の取りうる値の範囲は

　　　　　＜＜　よって　   

　個の実数解を，，＜＜とすると

　　　＜のとき，，　解と係数の関係

　　　＜のとき，，

　したがって



となるのは，＜のときで




，これから

　　　　 



　よって　 
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　　年　立命館大学　全学統一方式　理系

　　Ⅱ　座標平面上の原点，を中心とする半径の円をとして，これと放

　　　物線  との共有点を考える。

　　　１　を実数として，  
 とする。このとき，  とが共有

　　　　　点をもつための必要十分条件は， ア  イ である。

　　　　　 ア のとき，共有点の個数は ウ であり， イ のとき，

　　　　　共有点の個数は エ である。

　　円について知っておきたいこと。原点中心で半径の円単位円の方程式    をについて解くと

　　　　　  

　関数   は上の半円を，   は下の半円を表す。







  

  








 









 

　が十分小さいときの近似式

　　　　　 
   ，　   






　を用いると，単位円は

　　　点，の近くで放物線



 

　　　点，の近くで放物線



 

　に近似される。

　　共有点は図形で考えて，細かいところだけ計算すれはよい。  はの十分大きいところからを

　小さくしていくと考えやすい。

















＞ 点

＜＜点















＜ 

点
  点



 計算で

　のとき，点，の近くで，放物線は円弧よりも尖っているから図のようになる。

　放物線と円が接するのは　  　と　    　から  を消去して　  　

　判別式　　から　  




　共有点をもつための必要十分条件は　 



  ，




のとき  ，のとき 
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